
オープンサイエンスの深化と推進に関する検討委員会

（第 24 期・第 11 回） 

議事録

１．日時 令和元年 12 月 13 日（金） 10:00－12:00 

２．会場 日本学術会議 大会議室（2 階） 

出席者(五十音順、敬称略)：相澤清晴、安達 淳、喜連川 優、 
高木利久（リモート参加）、林 和弘、引原 隆士、渡辺美代子

３．議題

1. 前回議事録確認

2. 提言構成および内容検討

3. その他

４．配布資料

資料１ 第 10 回議事録案 
資料 2 提言「オープンサイエンスの深化と推進に向けての提言」案

資料 3 第 24 期における意思の表出の予定について（照会および回答） 
資料 4   提言とりまとめスケジュール（補足）

資料 5 第 24 期における提言等の案の提出の最終期限について 
資料 6 第 24 期末における意思の表出等の発出スケジュールイメージ 

５．議事

1. （議事録確認） 第 10 回の議事録案を承認した。

2. 引原副委員長から資料全体の説明、今後の作業スケジュールについて説明があり、提

言としてとりまとめるためには 4 月末の幹事会にかけて査読に入るということにな

る、また学術フォーラムを 6 月に開催するというスケジュールの確認を行った。

3. 提言の構成および内容について、資料に基づいて意見交換を行った。主な意見は以下

の通り：

• 提言としては三つ程度の事項を挙げ、前回のオープンサイエンス提言からの展

開を踏まえたものとしたい。前回は、オープンサイエンス基盤、人材に関するこ

とがいわれており、加えて研究資料まで見た視点、の三つを考えてはどうか。

• DMP や企業にも関係するオープンイノベーションの観点からの展望を入れて

はどうか。



4. 提言案の目次に沿って、分担執筆の担当者の割り当てと章立てについて意見交換し、

全体の構成案を改訂した。 
 

5. （その他） 引原副委員長から、次回は 12 月 26 日に国立情報学研究所にて開催予

定と伝えられ、事務的な手続きの進め方を確認し、散会した。 
 
 

以上 


